
介護保険制度の 
持続に向けて 
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（予防・健康づくりの推進） 

 高齢者の通いの場を中心とした、介護予防・フレイル対策（運動・口腔・栄養等）

や生活習慣病等の疾病予防・重症化予防、就労・社会参加支援を都道府県等と連携し

つつ市町村が一体的に実施する仕組みを検討するとともに、インセンティブを活用す

ることにより、健康寿命の地域間格差を解消することを目指す。 

【疾病予防・重症化予防】 

・個人の予防・健康づくりに関する行動変容につなげる取組の強化 

【介護予防・フレイル対策、認知症予防】 

・身近な場所で高齢者が定期的に集い、身体を動かす場等の大幅な拡充 

経済財政運営と改革の基本方針2018 
～少子高齢化の克服による持続的な成長経路の実現～ 

平成30年10月22日未来投資会議 

平成30年6月15日閣議決定 

（抜粋） 

2040年までに健康寿命を3年以上延伸 

①健康無関心層も含めた予防・健康づくりの推進 

【目指す2040年の姿】 

（例）・通いの場への参加率 15％ 

平成30年4月12日経済財政諮問会議 （抜粋） 

（抜粋） 
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大阪府の介護保険をとりまく現状 
※

全
国
と
比
較
し
て
、
大
阪
府
の
増
加
率
は
非
常
に
高
い 
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※

全
国
１
位 

※全国で５番めに増加が激しい 
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藤井寺市の現状 

●認定率（第１号被保険者） 

●認定者に占める割合（要介護度区分別） 

※要支援１は、全国１位の大阪府と比較してもなお高い 



現状分析 
 

 
 
 

6 

軽度者、特に要支援１が非常に多い 

●介護サービスの多寡（高齢者一人当たり全国＝1） 

※

訪
問
介
護
・
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
利
用
が
全
国
と
比
べ
て
２
倍
以
上 

 

福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
も
多
い 高齢化の深刻化、現役世代の顕著な減少 

介護保険料の高騰 

利用サービス種類の偏り（訪問介護等） 

一人当たりのサービス利用量が全国一多い 

さらに単身世帯、高齢者のみ世帯の増加 



【これまでの取組み】 
①市民音頭に合わせて介護予防体操を制作 
②市役所旧食堂で毎週月曜日「体操広場」を開催 
 （H30.11月〜H31.3月） 
③地域住民や介護事業者へ体操の紹介、DVD配布 
④地区会館等での住民向け介護保険勉強会＋体操の実施    
 （依頼に応じて随時出張） 
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対応策①体操の地域展開 



「体操広場」の実績 
 ＠市役所地下旧食堂 
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【年齢層】70代が57％、60代・80代が各約20％ 最高齢93歳 
【要介護度】認定なしが81％、要支援１・２が14％ ほか 
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ここに来るようになって
足が軽くなって。歩くの
も楽になって嬉しいわ 

内容・感想 

健康の話も毎回色々
聞けるから、すごい
ためになります 



【地域に向けた説明】 
○福祉委員 
   30/11/17 説明・実技ほか多数 
○民生委員 
   30/12/19 説明・実技ほか多数 
○区長 
   30/12/20 説明 
   31/2/20   全区長にDVD配布 
○ボランティア団体 
 31/5/8説明 
○老人クラブ 
 31/5/14説明 
 

【メディアでの紹介】 
○30/8/20放映  
   NHK「ニュースほっと関西」 
○31/3/19掲載 
 「日本健康応援サイト」 
 “特集！わが町の健康体操” 
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古墳のポーズが難しい
けど楽しいわ～！ 



30/6/25 
恵美坂会館 

31/2/1 
シュラホール 

30/11/22 
林公民館 

30/11/8 
30/12/6 

西古室２丁目
自治会館 

30/10/9 
商工会館 

30/9/23 
東小山会館 

30/8/9 
31/3/27 

府営道明寺住宅
三ツ山会館 

31/1/26 
南藤井寺会館 

31/1/22 
南岡会館 

31/1/20 
道明寺小学校 

30/12/9 
沢田南会館 

31/3/1 
中小山会館 

31/2/18 
31/3/4 
31/3/18 
松水苑 

30/11/26 
体育館 

○福祉委員会活動 
○老人クラブ 
○町会 
○サークル 等 

30/11/26 
市民会館 
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（主に依頼にもとづき出張したもの） 
【これまでの実績】 
 



➡通いの場があちこちにあり、誰でも参加できるように 
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・第２弾体操（おもりを用いて筋トレや有酸素運動をじっくり行う 
 バージョン）のDVD化 
・「DVD＋人数分のおもり」の貸出セットを用意 
・取り組む意欲のある住民グループから申込を受付 
・リハビリ職等の専門職が関与しながら、グループの活動を継続的に支援 
・誰でも参加できる体操の場所をマップ化 

【今後の取組み予定】 
 



対応策②同行訪問のルール化 
 
H28 モデル事業として 
    リハビリ職との同行訪問を開始 
 
 
H29 総合事業としてリハビリ職との   
    同行訪問を継続実施 
 
 
H30 管理栄養士との同行訪問も開始 
 
 
 
 
    訪問型サービスCを開始 
    

対象ケース：包括で選定したケース 

対象ケース：担当ケアマネからの申込ケース 

本人からの申込ケース 

対象ケース：担当ケアマネからの申込ケース 

【これまでの取組み】 
 

（地域リハビリテーション活動支援事業） 
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訪問申込ルートの内訳（H30) 

【これまでの実績】 
 

H28 58件 
H29 56件 
H30 111件 運動 89件 
        栄養 22件  
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ケアマネ事業所の内訳 

同行訪問延べ件数 
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対応策③介護予防大賞コンテスト 
【これまでの経緯】 
 
 
H30年度より 
   保険者機能強化推進交付金創設 
   自立支援・重度化防止に取り組むことで、国が都道府県・  
   市町村に対して財政的インセンティブを交付する 
   （都道府県10億円、市町村190億円） 

【藤井寺市の取組み】 
  
交付金を活用し、自立支援に取り組んだ事業所が適切に評価
されるよう仕組みづくりについて検討 

 
・自立支援における現状や課題把握のためのアンケートを実施 
 （H30年10月〜12月） 
・具体的なH31年度の取組みについて検討 



16 


